
アーカイブ写真02

家屋の倒壊

地理院地図を使用

10km

本巣郡北方町の家屋倒壊の様子
（岐阜地方気象台提供マイクロフィルム「濃尾大地震災害写真」
－本巣郡北方町東ヲ望ム）

朝六時ころ、わたしが朝ご飯を食べようと思ったところに、ひどい地震がありました

もんやで、立って歩けなんだですわ。くどがくだけてまって、

茶釜が床下へ落ち込んでおった。ご飯を食べるどころではない。

命からがらです。山がずって、欠けて落ちるでしょう。

隣の家がつぶれるでしょ。四つの井戸もつぶれてしまう。

一週間はやぶにみんなより合ってうろうろでした。

（岐阜県図書館(1970)：「山と水に生きる－濃飛古老の聞き書き－

中・西濃編」美山町在住の水谷慶治郎さんの回想）

濃尾震災から１２９年
～防災を考える講話上映とパネル展～


